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第4学年 算数科学習指導案

１ 単元名 「がい数の表し方」

２ 単元目標

概数について理解し、目的に応じて用いることができるようにする。

○ 概数のよさに気付き、目的に応じて概数を用いようとする （関心・意欲・態度）。

○ 目的に応じて計算の結果の見積もりを考えたり、計算の仕方や結果について適切に判断

したりする （数学的な考え方）。

○ 四捨五入して概数に表したり、和差積商を見積もったりすることができる （表現・処。

理）

、 。○ 概数の意味と四捨五入の仕方を理解するとともに 目的に応じた概算の仕方を理解する

（知識・理解）

３ 本単元で育成を目指す数学的に考える力

：きまりや方法を見つける力a
概数で表す方法や概数が表す数の範囲を見つけることができる。

：筋道立てて説明する力b
目的に応じた概数の活用について筋道立てて説明することができる。

：多様に考える力c
概数の表し方や概算の方法について、いくつかの考えをもつことができる。

：関係付けて考える力d
実際の数と概数を関係付けて考えることができる。

：発展的に考える力e
概数を使って、身の回りにある数量を表したり、整理したりすることができる。

４ 指導観

、 。 、○ 我々は身の回りの様々な事象を数に置き換えて それを活用し生活をしている その際

目的に応じて、数量の表し方を工夫したり、計算の結果を見積もったりしている。最も身

近な例として買い物がある。我々は、買い物をする時、大まかな所持金を把握し、予算の

中で買いたい品物の値段の和を概算し、判断している。また、この他にも経済や科学など

の分野においても様々な数が用いられている。このような数の活用場面の中には正確な数

、 。量を示すことが必要な場合もあれば ある程度大まかな量で示すことが適当な場合がある

多くの人は、場面や状況、目的に応じて適切に判断し、数量の表し方を変え、計算の仕方

を工夫して活用している。本単元の学習はこのような実際の生活場面における数の活用の

基礎となるものである。

本単元では、見積もりに必要な量感を養い、目的に応じた適切な処理が出来るようにす

るとともに、概数の活用を通して、そのよさを実感させることがねらいである。改訂前の

指導要領では第 学年で概数の表し方について学習し、第５学年で和、差の見積もり、第4



６学年で積、商の見積もりの学習を行うようになっていた。今回の改訂では第５・６学年

の内容が第 学年に集約され、概数の意味と概算を第 学年でまとめて学習するようにな4 4
った。それは、第 学年から概数的な表現や見積もりの基礎・基本を学習することで、高4
学年における小数や分数などの計算において見積もりを繰り返し活用してくことで、スパ

イラル的に指導がなされ、数の感覚を豊かにし、基礎・基本的内容としてよりよく身に付

けられると考えられたためである。

○ 児童はこれまでに、整数の四則計算及び大きな数（億や兆）の表し方やしくみを学習し

てきている。これらの学習では数量を正確に表し、読み、計算処理することが求められて

きた。そのため、正確な数を必要としない本単元の学習は児童にとっては、大きな違和感

を感じる単元であると思われる。

しかし、実際には児童を取り巻く日常生活の中において概数は多数存在し、児童も無意

識に使っていることがある。例えば 「学校から君の家まで何分くらいかかる？」と尋ね、

られたら多くの児童は「○○分くらい 」とおよその数で答えるだろう。また 「君は何。 、

冊くらい本を持っている？」と尋ねると 「○○冊くらい」と答えるだろう。このような、

経験は児童の生活経験に依るところが大きく、個人差が考えられる。そのため、身近な事

象を教材として取り上げる際には児童の実態を配慮して工夫する必要がある。

本学級児童の考える力の実態につては、事前テストの結果から次のような特徴が見られ

る。

・ 計算の過程を説明しようとしているが，根拠が明確でなく，分かりやすい表現にな

っていない （ ：筋道立てて説明する力）。 B
、 。・ 学んだ計算方法や数学的な考え方を 身近な生活の中で活用することが苦手である

（ ：発展的に考える力）C
このような学級全体の傾向をもとに、さらに児童一人一人の思考やつまずきの傾向を考

え手立ての具体化を図っていくようにする。

○ 概数でしか表せないものと概数で表した方がよいものとがある。この違いは目的（ねら

い）に依存する。従って、概数で表すことの目的を十分に考えさせ、表す内容を明らかに

した上で、表し方（どこまで詳しくあらわすのか）を判断させていくことが大切である。

そこで、本単元の指導にあたっては、第 次では、児童の身の回りのあるおよその数と1
して人口や入場者の数などを題材として取り上げ、概数の意味について考えさせるように

する。そして、四捨五入の仕方や概数の数範囲を考えさせることで概数についての意味理

解を深め、さらにグラフに表すことで概数の活用を図る。次に第２次では、概数を用いた

見積もりの意味や仕方を指導する。このことにより、整数の四則計算の活用の仕方が広が

り、実際の生活場面での活用が図られると考える。最後に第３次では身の回りにある概数

を探し、その表し方や活用の仕方を使って、新聞作りやアンケートの集計を行ったりする

算数的活動を取り入れ、発展的な学習を行うようにする。

各時間における具体的な指導の手立てについては、事前テストによる実態分析の結果を

基に児童のつまずきや思考の傾向に応じた手立てを講じるようにする。



５ 単元計画（全 時間）8
配時 目標（数学的に考える力） 学習活動・内容

○新聞記事にあるおよその数や身近な統計資

概数に対する興味・関心をもつとともに概数の 料などをもとに自由に話し合いを行い、数の

１ 意味を理解する 表し方についてその特徴に気付く。

：概数で表す方法や概数が表す数の範囲を見つけa

ることができる。

○福岡市の人口を元に概数で約何万人と表す

四捨五入の意味と、その方法を理解する 方法を考える。

２ ：概数で表す方法や概数が表す数の範囲を見つけ ○四捨五入、切り上げ、切り捨ての用語を知a

ることができる。 る。１

：目的に応じた概数の活用について筋道立てて説次 b

明することができる。

○日本の小学４年生の人口をもとに四捨五入

四捨五入を使った概数の表し方について考える して概数に表す方法を考える。

：概数の表し方や概算の方法について、いくつか３ c

の考えをもつことができる。

d：実際の数と概数を関係付けて考えることができ

る。

○四捨五入して３７０になる数の範囲を考え

概数の範囲について理解する る。

：概数で表す方法や概数が表す数の範囲を見つけ ○以上、未満、以下の用語を知る。４ a

ることができる。

d：実際の数と概数を関係付けて考えることができ

る。

○日本の小学生から大学生までの人数を棒グ

目的に応じて概数処理してグラフに表すことが ラフに表すには、数値をどのように概数処理

できることを理解する したらいいか考える。５

：目的に応じた概数の活用について筋道立てて説b

明することができる。

、 、e：概数を使って 身の回りにある数量を表したり

整理したりすることができる。

○実際の買い物場面から目的に応じた代金の

概数を用いた和や差の見積もり方を理解し、目 見当の付け方を考える。

的に応じた見積もりができる ○目的に応じて概数にする方法を選ぶとよい６

：目的に応じた概数の活用について筋道立てて説 ことがわかる。本 b

明することができる。２ 時

d：実際の数と概数を関係付けて考えることができ次

る。

○ × 、 ÷ を概数で見積もる方620 39 38500 39

概数を用いた積や商の見積もりができる 法を考える。７

：概数の表し方や概算の方法について、いくつか ○目的に応じて概数にする方法を選ぶことがc



の考えをもつことができる。 できる。

○身の回りで使われている概数を紹介した

外的な活動を通して学習内容の理解を深め、概 り、概数を用いて自分の学校を紹介したりす８

数についての興味を広げる る。３

：概数の表し方や概算の方法について、いくつか次 c

の考えをもつことができる。

、 、e：概数を使って 身の回りにある数量を表したり

整理したりすることができる。

６ 本単元に関わる考える力の段階

「数と計算」領域における考える力の段階

Ａ：きまりや方法 Ｂ：筋道立てて Ｃ：多様に考 Ｄ：関係づけて Ｅ：発展的に考段

などを見ける力 考える力 える力 考える力 える力階

第 十進位取り記数法 解決の見通しを 一つの考えを ものと数詞の 考えていた問題1

０ の原理を基に数の もって考えるこ 出すことがで 対 対応や数の を基にほかの問1

段 表し方や計算のし とができない きない 合成、分解など 題を見い出すこ

階 かたを見つけるこ の見方ができな とができない

とができない い

十進位取り記数 解決の見通しを 一つの考えを ものと数詞の 考えていた問題1

第 法の原理を基に数 もって考えるこ 出すことがで 対 対応や数の を基にほかの問1

Ⅰ の表し方や計算の とができる きる 合成、分解など 題を見い出すこ

段 しかたを見つける １年，２年 １年，２年 の見方ができる とができる。

階 ことができる １年 １年，２年

１年、２年

整数の計算につい 見通しそって考 同じ質の考え 基になる大きさ 考えていた問題

第 て成り立つ性質や えたことを説明 をいくつか出 とそのいくつ分 をもとにほかの

Ⅱ 方法を見つけるこ することができ すことができ の見方ができる 問題を見い出し

段 とができる る る ２年，３年，４ 解決に取り組む

階 ３年，４年 ３年，４年 ３年，４年 年 ことができる

３年，４年

小数や分数の計算 根拠を明らかに 違う質の考え 基準量 比較量 考えていた問題、 、

第 について成り立つ してわかりやす をいくつか出 倍、割合などの と見いだした問

Ⅲ 性質や方法を見つ く説明すること すことができ 見方ができる 題との関連を考

段 けることができる ができる る えることができ

階 ５年，６年 ５年，６年 ５年，６年 ５年，６年 る

５年，６年



本単元「概数」に関わる考える力の段階

a：きまりや方法 b：筋道立てて c：多様に考え d：関係づけて考 e：発展的に考える段

などを見ける力 考える力 る力 える力 力階

概数の表し方の特徴 目的に応じた概数 概数の表し方や 実際の数と概数に 概数を使って表して第

に気付き、概数が表 の活用について説 概算の方法につ ついて比べて考え いる身の回りの数量０

す数の範囲について 明することができ いて自分の考え ることができない について気付き、活段

考えることができな ない をもつことがで 用することができな階

い きないる い

概数の表し方の特徴 目的に応じた概数 概数の表し方や 実際の数と概数に 概数を使って表して第

に気付き、概数が表 の活用について説 概算の方法につ ついて比べて考え いる身の回りの数量Ⅰ

す数の範囲について 明することができ いて自分の考え ることができる について気付き、活段

。階 考えることができる る をもつことがで 用することができる

きる

概数で表す方法や概 目的に応じた概数 概数の表し方や 実際の数と概数の 概数を使って、身の第

数が表す数の範囲を の活用について筋 概算の方法につ 大きさや位につい 回りにある数量を表Ⅱ

見つけることができ 道立てて説明する いて、いくつか て関係付けて考え したり、整理したり段

る ことができる の考えをもつこ ることができる して、活用すること階

とができる ができる

７ 考える力の実態と本単元で予想されるつまずき

a：きまりや方法 b：筋道立てて c：多様に考え d：関係づけて考 e：発展的に考える

などを見ける力 考える力 る力 える力 力

・概数が表す範囲を ・概数にする目的 ・見積もりの仕 ・実際の数と概数 ・身の回りの概数に

見つけることができ を説明できない。 方がわからない の関係について考 気付かない第

ない ・四捨五入するく ・概数の様々な えることができな０

・概数で表す方法を らいを考えること 使い方に気付か い段

見つけることができ ができない ない階

ない

・概数で表す方法を ・概数の表すこと ・概数の目的や ・実際の数と概数 ・身の回りの概数の

見つけることができ のよさや根拠を説 状況に応じた使 が近似値の関係で 使われ方の違いに気第

ない 目できない い方に気付かな あることに気付か 付かないⅠ

・概数をグラフで表 ・概数で表す方法 い ない段

す方法を見つけるこ を説明することが ・場面や状況に階

とができない できない に応じた見積も

りができない



８ 検証授業

実践⑥

( ) 本時指導における考え方1
本時学習は新学習指導要領の改訂に伴い第５学年の内容が移行してきたものである。和や差

の見積もりを行うことを通して、生活場面における概数の活用を経験し、概数のよさを味わう

とともに、目的に応じた数の表し方についての考えることをねらいとしている。

そこで、本時では、宅配のピザを注文する場面を想起させ、模擬操作をおこなうことを通し

て、数量を見積もることの便利さを実感できるような学習の展開を図るようにする。

展開の中で試しの算数的活動を取り入れるようにした。このことで見積もるということを体

験的に学べると考える。また、実際にこのような経験をしたことがある児童は体験と重ね合わ

せることでより理解が進むと考えられる。さらに、この試しの活動の中で、実際に正確な数を

だそうと暗算をする児童もいるかもしれない。その活動も認めながら、他の児童にも紹介し、

その計算の困難さを経験することでより見積もりのよさが実感できるようにしたい。

見積もりの方法については大きく３つの場合がえられる。方法については、本時の場合が予

算以内の買い物場面であることから、切り上げによる見積もりが適切であることに気付かせて

いくようにするが、様々な場面を想起させ、目的や状況に応じて判断することが望ましいこと

にも気付かせていきたい。

本時でねらう考える力 ：目的に応じた概数の活用について筋道立てて説明することができるb

d：実際の数と概数を関係付けて考えることができる。

( ) 展開2
時 学習活動・内容 教師の支援と留意点 能力段階に応じた手立て

１ 前時学習を想起する。

・概数の意味、表し方、グラフへ

の活用など

２ 情景図の提示

（１）情景図について話し合う ○場面が想定できない児

，・自分の生活経験 童には具体的な例を示し

・注文の際の留意点 解説する

○ 円以内ということ2000
2000３ 試しの活動をする。 を確認する 以内は。（

○メニューを見て選ぶ 円を含む）

○選んだ品物をプリントに記録

する （値段はかかない）。

 今日、帰りがおそくなりそうなの。 

わるいけど、ピザをちゅうもんして
おいてくれない。 

２０００円以内だったら、好きなも

のたのんでいいからね。 



（１）発表する

。○選んだ品物と値段を発表する

○注文した品物が 円以内か2000
どうか確かめる。 ○電卓を配布（電卓で計

段階：実際の数と概数の関（ ） 。２ 各々自分の選んだ品物が 算させる ）2000 d0

係について考えることができ円以内かどうか確認する （値。

ない段をプリントにかく）

○実際の数をどんな数として（３）どうやって品物を選んだか ○ 円以内またはオー2000
見たのか（考えたのか）を考を発表する。 バーのそれぞれの場合の

えさせる○およその数で考えた 考えを発表させる

段階：実際の数と概数が近○四捨五入して考えた d1

似値であることに気がつかな（ ）「 」「 」４ 見当をつける 見積もる ○「見当をつける」とい

いの用語を知る。 う言葉の意味について指

○実際の数と見当を付けた数導する。

との関係を考えさせる４ めあてをつかむ

たし算の見積もりのしかたを考えよう

（１）見通しをたてる

・四捨五入 ○概数に表す方法と，何

・切り上げ の位までの概数に表すか

・切捨て を見通しとして明確にっ

せる。

５ 本時学習問題を確認する

６ 見通しにそって考える

四捨五入 切り上げ 切り捨て

１３９０ １３９０ １３９０

一 ５３０ ５３０ ５２０

の ＋ １６０ ＋ １６０ ＋ １５０

位 ２０８０ ２０８０ ２０６０

百 １４００ １４００ １３００

の ５００ ６００ ５００

 今日、帰りがおそくなりそうなの。 

わるいけど、ピザをちゅうもんして
おいてくれない。 

２０００円以内だったら、好きなも

のたのんでいいからね。 

1390円 

525円 

156円 

こんなにたの

んでだいじょ

うぶかな？ 

 



位 ＋ ２００ ＋ ２００ ＋ １００

２１００ ２２００ １９００

段階：概数にする目的を説（１）考えの根拠を明確にして， ○考えの根拠 b0

明することができない発表する。 ・なぜその方法をとった

○概数にしない場合を考えさのか

せ、概数のよさに気付かせる（２）実際の合計金額を確かめる ・なぜその位の概数で表

段階：概数で表す方法を説したのか b1

明することができない（３）それぞれの考えを比べて，

○既習の振り返りをさせる気付いたことを発表する ○比較の視点を明確にす

（教科書 ）・概数に表す位の違い る P37

・実際の数に近いもの ・方法（四捨五入，切り

・計算（暗算）のしやすさ 上げ，切り捨て）の違い

↓ ・概数に表す位の違い

四捨五入，切り上げの２つの方

法にまとめる

７ 類似問題を行う

円， 円， 円 ○予算内での買い物場面543 241 332
（１）四捨五入，切り上げの２つ としての，見積もりの方

の方法で見積もる。 法として，切り上げによ

（２）実際の金額を計算して，確 る見積もりの方法のよさ

認する をまとめる

（３）予算以内の買い物場面での

見積もりについてまとめる。

８ 様々な状況や目的における見 ○普段の生活場面を振り

積もりの方法について考える 返って，自分たちなりに

・予算内でなくてもよい場合 いろいろな場面を考えさ

・速く計算する場合 せるようにする。

９本時学習をまとめる

たし算の答え（和）やひき算の答え（差）を見積もる時は概数に表して計算する

と簡単で便利である。→方法は目的やその場によってきめる


